
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



小栗山地区の船形神社の社殿に安置されていた「木造十二神将立像」です。 

 十二神将は、薬師如来およびその信仰者を守護するとされる十二体の武神で、

昼夜の十二の時、十二の月、または十二の方角を守るとされ、それぞれに干支が

当てはめられています。船形神社の十二神将像の頭部にも、干支を表す獣面や獣

体がのこっています。 
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